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〈体育〉 

主体的に健康づくりに取り組む児童を育む保健領域の指導の工夫 

―運動領域との関連を図り養護教諭と連携した授業づくりを通して（第６学年）― 

 

                  宮古島市立鏡原小学校教諭 平 良 龍 一 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

文部科学省ＨＰに「学校で学んだことが、子供たちの「生きる力」となって、明日に、そして、そ

の先の人生につながってほしい。これからの社会が、どんなに変化して予測困難な時代になっても、

自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほし

い。」と掲載されている。学習指導要領には、そうした願いと「生きる力」を育むという目標は、こ

れからも変わることはなく、社会の変化を見据え新たな学びへと進化を目指すことが示されている。 

『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編』（以下、『解説体育編』）において、成果

と課題で子供たちの健康の大切さへの認識や健康・安全に関する基礎的な内容は身についているが、

知識や技能を活用して健康課題を発見し主体的に課題解決に取り組む学習が不十分であると述べられ

ている。つまり、子供たちは、健康・安全への知識及び技能は習得しているが、自分事として捉え、

実生活に結びつけられていないことが予想される。本校の第６学年を対象に実施した保健授業の調査

でも、基本的な生活習慣の定着が不十分である等、健康・安全について取り扱う保健の内容が実生活

に結びついておらず、自分事として置き換えられていない児童がいる課題が見えてきた。そういった

課題を解決するには、自らの健康課題を発見し解決に向け、生活をふり返り、生活習慣の改善に向か

う実践的な活動が必要であると考える。このような活動で身に付けた態度や能力が、学校目標の「健

康でねばり強い子」の具現化に力を添えることができると思う。 

また「保健」と「体育」は関わりあっているかという質問に対して、肯定的な回答は37名中36名、

否定的な回答は１名だった。「保健」と「体育」とのつながりについて理解している様子がうかがえ

た。一方、宮古地区小学校体育研究会の先生方に「保健領域と運動領域の関連についてのアンケート」

を実施したが、９割が「あまり意識していない」と回答した。その理由として、教材・教具の準備、

時間の確保が難しい、体育年間指導計画が学校行事や季節、気候との関係に重点を置いて作成されて

いる等の意見が多くあった。『解説体育編』の体育の目標に「今回改訂した体育科の目標は，義務教

育段階で育成する資質・能力を踏まえつつ，引き続き体育と保健を関連させていく考え方を強調した

ものである。」と示されているが、宮古地区の現状として体育と保健を関連した十分な取り組みがな

されていないことが分かった。 

以上のことから、自分事として実生活に結びつけ、行動にうつせるような活動や運動領域との関連

を意識した授業づくりの必要性を感じた。授業づくりの具体的な工夫として、学習カードや生活ふり

返りカードの作成、養護教諭等、人的資源を効果的に活用していく。学習カードと生活ふり返りカー

ドを適宜活用し、保健と体育の関連を意識させたい。さらに、生活ふり返りカードで自分自身の生活

習慣を知り、課題を発見し、行動変容のために何をどうするか考える。そういった授業を通して、自

分の健康課題に気付き、考え、行動する等、保健と体育とが結びつき、自分事として主体的に健康づ

くりに取り組む児童の育成を目指す。本研究では、運動領域との関連を図り養護教諭と連携した授業

づくりを通して、「主体的に健康づくりに取り組む児童を育む」ことを目指し、本テーマを設定した。 

〈研究仮説〉 

第６学年の保健領域「病気の予防」の学習において、運動領域「体ほぐしの運動」の内容と関連を

図り、学習カードや養護教諭等の人的資源の効果的活用によって、主体的に健康づくりに取り組む児

童を育むことができるであろう。 



Ⅱ 研究内容 

 １ 主体的に健康づくりに取り組む児童について 

 (1) 主体的に健康づくりに取り組む姿 

  本研究における「主体的に健康づくりに取り組む

姿」とは、『小学校学習指導要領（平成29年告示）（以

下『指導要領』 第２章 第９節 体育』第５学年及

び第６学年の目標に示されている、育成を目指す資

質・能力「学びに向かう力・人間性等」の一つである

（表１）。この点に関して『解説体育編』では運動や

スポーツの価値に関する態度及び意欲的に運動をす

る態度を養うことを目指しており、各種の運動の楽し

さや喜びを味わい、自ら積極的に運動に取り組むこと

により生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現す

る資質・能力を培うことを示している。また、健康の

大切さに気づき、関心を持ち、心身の保持増進や回復

のために主体的に学習に取り組み、課題解決のために

協力し安全を確保し、けがを防止するための態度を養

うこと示されている。これらを踏まえ、本研究では、

保健で学習したことを、実生活に結びつけ、自分自身

の健康課題に気付き、考え、行動できる姿を主体的に

健康づくりに取り組む児童が育まれた姿とする（図

１）。また、健康づくりを、厚生労働省が定めた健康

三原則として捉える（図２）。評価規準を次のように

定め見取っていく。児童自身が「最近調子が悪い、や

る気が起きないと感じる。そこで自分の生活習慣をふ

り返る。すると、睡眠時間が少ないことに気付く。そ

こで、早く寝ようと行動に移す。」大事なことは、自

分の身体の調子に気付くことである。調子が悪い時だ

けではなく調子が良いと感じた時も、ふり返ってみる

と睡眠時間が確保できている。運動と食事のバランス

が良いことに気付く。このような経験を重ねることで

生活習慣が健康と深く関わっていることを知る。学習

してきたことが実生活とつながることで主体的に健

康づくりに取り組むことができるようになると考える。そういった気付きや経験をもとに、児

童自身が主体的に健康づくりに取り組めるような指導の工夫をしていく。 

(2) 主体的に健康づくりに取り組む態度の見取り 

  事前事後のアンケート調査や生活

ふり返りカード、学習カードから主体

的に健康づくりに取り組んでいるか

評価規準を踏まえながら見取ってい

く（表２）。家庭と連携し、生活ふり

返りカードによって家庭生活での行

動変容を見取ることもできると考え

る。 

 ２ 運動領域との関連を図った保健の授業づくり 

病気の予防 体ほぐしの運動 

①病気の予防について，課題の解決に

向けての話合いや発表などの学習

や，教科書や資料を調べたり，自分

の生活をふり返ったりするなどの学

習に進んで取り組もうとしている。 

②学習内容に関心を持ち，よりよく学

ぼうとする意欲をもって，学習に粘

り強く取り組もうとしている。 

①運動に進んで取り組んでいる。 

②保健で学習したことを想起し，運動

に取り組んでいる。 

表２ 評価規準(主体的に学習に取り組む態度) 

 

図１ 主体的に健康づくりに取り組む姿 
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図２ 健康三原則 

(3) 各種の運動に積極的に取り組み，約束を守り助け合っ

て運動をしたり，仲間の考えや取組を認めたり，場や用具

の安全に留意したりし，自己の最善を尽くして運動をす

る態度を養う。また，健康・安全の大切さに気付き，自己

の健康の保持増進や回復に進んで取り組む態度を養う。 

表１ 第 5学年及び 6学年目標 (3) 



 本研究では、第６学年の保健領域「病気の予防」の単元を取り上げる。この単元は、健康によい

生活習慣を身に付ける必要があることを理解できる単元である。運動領域「体ほぐしの運動」は運

動が苦手な児童でも楽しむことができる手軽な運動であることから「病気の予防」の適度な運動と

の関連を図った授業づくりができると考える。運動領域との関連性を生かした指導で「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」「何ができるようになるのか」といった資質・能力の育成を目指す。 

(1) 保健領域と運動領域の関連性   

日野克博（2018）は「体育と保健を関連付けて指導するには、まず『何を教えるか』を明確に

していく必要がある。」と述べている。体育と保健には、共通する内容や関連性の高い内容も少

なくない。より効果的な指導を行うには、体育と保健を別々に指導するのではなく、授業内容を

共有し関連付けて指導していくことが重要であると考える。運動領域の「体ほぐしの運動」と保

健領域の「病気の予防」の共通する内容や関連性の高い内容は「運動」と捉えることができる。

「体ほぐしの運動」

の手軽な運動と「病

気の予防」の適度な

運動を関連付けて

内容の取扱いを明

確にして相互を関

連させながら指導

していくことで健

康づくりへ取り組む意識がより高まると考える（表３）。 

(2) 運動領域と保健領域の関連による資質・能力の育成 

 運動領域と保健領域との一層の関連が図られていることについて、植田誠治（2017）は「真に

生涯にわたる健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを実現する資質・能力の育成に貢献する

といえる。」と述べている。佐藤豊（2017）は

「体力や心の健康について学ぶことで，体力の

必要性や，運動の効果，保健では健康の保持増

進の視点から，体育では，実践的な動きを通し

て，心と体は一つであることの関連性を双方の

分野の特性に合わせて学ぶことによって，深い

学びにつなげようとするものであると捉える

ことができる。」と述べている。このことから、

保健の学びを体育の学びにどう生かすか、体育

の学びを保健にどう生かすか。保健の授業で、どのような運動がどのような健康と関連するのか

学習し、体育の授業でそれを実践する場として位置づけることができる。このように、運動領域

と保健領域の関連を図りながら教育活動全体で資質・能力を育成すべきものであると考える（図

３）。 

３ 人的資源の活用の効果 

 「小学校 新学習指導要領ポイント

総整理 体育」では、保健に関わる人的

資源として養護教諭、栄養教諭、スクー

ルカウンセラー、保護者、学校医、学校

歯科医、学校薬剤師、警察関係者、消防

関係者、保健師、ＮＰＯ法人職員などが

あげられる（表４）。人的資源を活用することで、視覚的効果、実践的効果、感覚的効果等の様々

な効果が考えられるため、学習内容に合わせた活用を計画的に行うことが重要だと思われる。本研

 

図３ 保健と体育の相互の学び 
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表４ 人的資源の活用例 

表３ 保健領域と体育領域の関連を図った単元計画(例) 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

〇用具や場の準備 〇整列・体操 〇ねらいの確認 

病気の 

起こり方 

体ほぐしの運

動 

感染症の 

予防 

体ほぐしの運

動 

生活習慣病の

予防 1 

 

生活習慣病の

予防２ 

〇学習のまとめ(ふり返り) 〇次時の確認 〇用具の片づけ 〇挨拶 

 

関  連 



究では、主体的に健康づくりに取り組む児童を育むための一つの手立てとして、養護教諭と連携し

た授業づくりに努め、授業実践を行う。それによって、より専門的な知識の習得が期待でき、具体

的な解決方法を学ぶことで、自分自身の健康課題解決に生かすことができると考える。 

４ 学習カード及び生活ふり返りカードの活用 

 本研究では、学習カード（図４）と生活ふり返りカード（図５）を活用し進めていく。生活ふり

返りカードは毎日記録し自分の生活習慣を見直す機会とし、普段から自分の生活行動について意識

させたい。授業では、学習カードを活用し児童の思考を整理させていく。学習した解決方法の中で、

どの方法が自分に合っているのかを考えることは、学んだことを自分自身の健康に結びつけること

ができるようにするためにも重要であると考える。「知っていることを使ってどのように社会・世界

と関わり、よりよい人生を送るか」という視点から、実生活の中で、学習したことをどういった場

面で活用できるのかをふり返りで書くことによって、考えが整理されたり、新たな考えが生まれた

りすると考える。書いて表現する活動によって学習をふり返る役割を果たす。ふり返り時に「感想

を書きましょう。」というような漠然とした指示は避けたい。「今日の学びをいつ、どんな時に、ど

 

図４ 学習カード 

図５ 生活ふり返りカード 



１ 単元名「病気の予防」生活習慣病の予防① 

２ 単元の目標 
【保健】病気の予防に関する課題を見つけ，よりよい解決に向けて

考える活動を通して，病気の予防には、病原体が体に入る

のを防ぐこと，病原体に対する体の抵抗力を高めることお

よび望ましい生活習慣を身につけることが必要であるこ

とを理解しようとしている。 

 

のようにいかすことができるか」等、学習をふり返り、実生活をイメージできるような声かけに努

め具体的なイメージを持って行動変容に生かせるよう生活ふり返りカードを活用していく。 

 

Ⅲ 指導の実際 

 

 

 

 

 

 ３ 単元の評価規準（※主体的に学習に取り組む態度は表２参照） 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 単元の指導計画と評価計画 
時間【領域】  【ねらい】・学習活動 領域 知 思 態 

１【保健】 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
習
カ
ー
ド
・
生
活
ふ
り
返
り
カ
ー
ド
の
活
用 

【ねらい】病気は，病原体，体の抵抗力，生活行動，環境などが関わりあって起こることに

ついて，理解することができるようにするとともに，病気の起こり方に関わる事象から課

題を見付けることができるようにする。 

１ 知っている病名をブレインストーミングする。  

２ 病気は，病原体，体の抵抗力，生活行動，環境などが関わりあって起こることを知る。 

【人的資源活用：養護教諭】熱中症の起こり方について説明する。 

保健 ① ① ② 

２【運動】 体ほぐし運動では，心と体の関係に気づいたり，体の調子を整えたり，仲間と交流したりす

るための手軽な運動や律動的な運動をすることできる。 

体育 ① ② ① 

３【保健】 【ねらい】病原体が主な原因となって起こる病気の予防には，病原体が体に入るのを防ぐこ

とや体の抵抗力を高めておくことが必要であることについて，理解することができるよう

にするとともに，学習したことを活用して，予防の方法を考えたり，適切な方法を選んだ

りすることができるようにする。 

１ 病原体が主な要因となって起こる病気の予防について知る。 

【人的資源活用：養護教諭】新型コロナウィルスの特徴について説明する。 

２ 学習したことを活用して，病原体が主な要因となって起こる病気の予防について具体的

に考える。 

保健 ② ② ① 

４【運動】 

(本時) 

保健で学習したことを想起し，体ほぐし運動で心と体の関係に気づき，運動に取り組もうと

している。 

体育 ① ② ② 

５【保健】 

(本時) 

【ねらい】生活行動が主な要因となって起こる病気には，心臓や脳の血管が硬くなったり詰

まったりする病気があることや，その予防には，望ましい生活習慣を身に付ける必要があ

ることについて，理解しようとしている。 

１ 生活行動がかかわって起こる病気には，心臓や脳の血管が硬くなったり，つまったりする

病気があることを知る。 

【人的資源活用：養護教諭】生活習慣病になると体がどのようになるか説明と実演をする。 

保健 ③ ③ ① 

６【保健】 【ねらい】生活行動が主な要因となって起こる病気には，むし歯や歯ぐきの病気があること

や，その予防には，望ましい生活習慣を身に付ける必要があることについて，理解するこ

とができるようにするとともに，学習したことを自分の生活と比べたり，関連付けたりす

るなどして適切な解決方法を考えることができるようにする。 

１ 自分の生活の経験から，むし歯や歯ぐきの病気の起こり方について，その原因を考える。

【人的資源活用：養護教諭】歯の健康について説明する。 

保健 ④ ③ ② 

「体ほぐしの運動」手軽な運動 

  
【体育】体ほぐしの運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知

るとともに，手軽な運動を行い，心と体の変化に気付い

たり，みんなで関わり合ったりすることができるように

する。 

 

【保健】  知識・技能 思考・判断・表現 

①病気は，病原体，体の抵抗力，生活行

動，環境などが関わりあって起こるこ

とについて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

②病原体が主な原因となって起こる病気

の予防には，病原体の発生源をなくし

たり，移る道筋を断ち切ったりして病

原体が体に入るのを防ぐことや体の抵

抗力を高めておくことが必要であるこ

とについて理解したことを言ったり書

いたりしている。  

③生活行動が主な要因となって起こる病

気の予防には，全身を使った運動を日

常的に行うこと糖分，脂肪分，塩分な

どを摂りすぎる偏った食事や間食を避

けたりすることなど，健康によい生活

習慣を身に付ける必要があることにつ

いて理解したことを言ったり書いたり

している。 

④生活行動が主な要因となって起こる病

気の予防には，口腔の衛生を保ったり

することなど，健康によい生活習慣を

身に付ける必要があることについて，

理解したことを言ったり書いたりして

いる。 

①病気の予防につい

て，病気の起こり

方に関わる事象か

ら課題を見付けて

いる。 

②病原体が主な原因

となって起こる病

気の予防について

学習したことを活

用して，予防の方

法を考えたり適切

な方法を選んだり

している。 

③生活行動が主な要

因となって起こる 

病気の予防につい

て，学習したこと

を自分の生活と比

べたり，関連付け

たりするなどして

適切な解決方法を

考えている。 

 

 

【体育】知識・技能 思考・判断・表現 

①手軽な運動の行い方を知り，

心と体の変化に気付いたこと

を言ったり書いたりしてい

る。 

①友達の行い方の真似をした

り，自己に適した動き方を選

んだりしている。 

②運動を通して，考えたことや

見付けたことを友達に伝えて

いる。 

 

＋ 



 ５ 本時の指導（５時間目／６時間） 

  (1) 目標 

    生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には、適度な運動、栄養の偏

りのない食事をとることなど、望ましい生活習慣を身に付ける必要があることを理解しようと

している。 

  (2) 展開 

 学習活動 ●児童の反応 ・指導上の留意点  

導入 

５分 

１．これまでの学習のふり返りをする。 

２．生活習慣病には「がん」「心臓病」「脳卒中」が含まれていることを

知る。 

※日本人の死亡原因の 5 割は生活習慣

病であることを知る。 

３．生活習慣病を知る。 

 「生活行動と深いかかわりのある病

気を生活習慣病」という。 

４．学習課題を知る。 

 生活習慣病を予防するには，どんなことに気を付けたらよいのだろう

か。 

・病気の起こり方（生活行動、体の抵抗力、環境、病原体）の

いくつかの要因が関わりあって起こる。 

・感染症の予防（病原体をなくす、断ち切る、体の抵抗力を高

める） 

 

 

 

・生活習慣病は生活行動と深いかかわりがあることを知らせ

る。 

展 開

35 分 

 

 

 

５．生活習慣病になると体がどのようになるのか考える。 

 「生活習慣病のイメージマップを書く。」 

●がん，心臓病，脳卒中，こわい，ひまん等 

※養護教諭の説明を聞いて，イメージマップに付け加える。 

６．生活ふり返りカードをもとに生活習慣をふり返る。 

７．生活習慣病の予防方法を考える。(グループ学習) 

 

８．予防方法の発表 

・生活習慣病になると体がどのようになるか説明する。  

(養護教諭 10 分程度) 

※血管がつまる病気が小学生にもみられることを伝える。 

・何が原因で起こるのか，どんな予防方法があるのか，具体的

に書けるよう促す。 

・イメージマップを整理する。 

 

ま と

め 

５分 

９．本時のまとめ 

学習カードにまとめる。 

生活習慣病を予防するには、 

①適度な運動をする。 

②栄養のかたよりのない食事をする。 

③十分な栄養・睡眠をとる。 

10．ふり返り→発表 

・授業内容をふり返り，まとめ板書をする。【態①】 

まとめ 生活習慣病を予防するには、 

①適度な運動 ②栄養の偏りのない食事 

③十分な休養、睡眠 



Ⅳ 仮説の検証 

 本研究仮説に基づき、保健領域「病気の予防」の学習において運動領域「体ほぐしの運動」の内容と関

連を図り学習カードや専門的知識を持った養護教諭の活用を施した授業を実践した。その結果、主体的に

学び、健康づくりに取り組む児童を育成することができたかを授業前後のアンケートや学習カードの記述

内容、毎日のふり返りカードの変容、児童の行動変容より分析、検証する。 

 １ 運動領域との関連を図った授業づくりについて 

  保健領域と運動領域の関連性は「運動」

と捉え、「体ほぐし運動」の手軽な運動（図

６）と「病気の予防」の適度な運動（図７）

を関連付けて内容の取扱いを明確にして

相互を関連させながら指導を行った。効

果的な病気の予防方法を保健で学習し、

体育で実践したことで、児童から、「たく

さん運動したら、お腹がすくのと眠たく

なるのが早くなる。」という発言があっ

た。「運動」を行うことに

よって起こる体の変化に

気付くことで運動（図８）

が体に与える影響を実感

させることできた。また、児童のふり返りから元気に活動するためには、睡眠が大切だと気付いた姿が

見られた。生活行動を変えることで健康に過ごすことができるという実感を持たせることができたと考

える。また、児童の中には、部活のような激しい運動

だけが「運動」と捉えていた子もいたが、今回の授業

を通して、運動の捉え方に変化があった。たくさんの

手軽な運動に触れ「普段からできそう」という声も聞

けた。体育では，実践的な動きを通して，心と体は一

つであることの関連性を双方の分野の特性に合わせ

て学ぶ。心と体の関連性について、生活ふり返りカー

ドに「一週間、体調と心、一日のふり返りが全部毎日

〇だったので、次の一週間も全部〇になるよう頑張ろ

うと思いました」と書かれていた（図９）。運動領域

との関連を図った授業づくりの効果があったと考えられる。 

 ２ 人的資源の活用の効果 

  保健の授業で、要所に養護

教諭の説明を取り入れ「病気

の予防」に関連する内容につ

いて話をしてもらったり、実

演をしたりして児童は視覚

的に知識の習得ができた。毎

時間、授業展開の前半にイメ

ージマップを書く時間を設

定した。その後、養護教諭の

話を聞いてイメージマップ

に広がりが生まれた（図 10）。

図９ 体調と心を意識したふり返り 

図６ 体育の授業 図７ 保健の授業 

図８ 運動・食事・睡眠を意識した児童のふり返り 

図 10 イメージマップ(養護教諭の説明前：左、説明後：右) 



児童の日記に「〇〇先生が（養護教

諭）生活習慣病を詳しく説明してく

れた。一番印象に残っているのは、血

管を再現して実験したことだ。」と書

かれていた(図 11)。養護教諭の説明

や実演に興味を持って聞き知識を得

た児童の様子から、養護教諭活用の

効果があったことが伺える（図 12）。

今後も、養護教諭と連携した授業の

取り組みを続けていきたい。 

 ３ 学習カード及び生活ふり返りカードの活用 

  学習したことをどういった場面で活用できるのかを学習カード

でふり返ることによって、考えが整理され、新たな考えが生まれた

（図13）。授業で学習カード活用し、授業外では生活ふり返りカード

を活用する。帰宅後、保健の授業について日記に記す。常に、健康

について意識を持たせることができた。学習カードや生活ふり返り

カード、日記には、保護者からのコメントもあった（図14）。授業後

は、学習カードを活用して、病気の予防のプレゼンテーションを作

成し発表会を行った。そうすることで、健康づくりに

関する意識を継続したまま夏休み期間に入ることができた。学習カードを活用することで児童と保

護者に、健康づくりへの取

り組み意識を高めることが

できたと考える。本研究で、

最初に取り組んだのは自分

自身の生活習慣の把握であ

る。５月から「生活ふり返り

カード」に毎日の記録を行っ

た。児童は、改めて自分の生

活習慣を知り、自分自身の課

題に気づき保健の学習で学

び、対策方法を考え、行動変

容が見られた児童が複数い

た（図15）。 

図 11 児童の日記 

図 12 養護教諭による実演 

図 13  新たな考えが生まれた児童 図 14 保護者からのコメント 

図 15 行動変容が見取れるふり返り 



   運動領域の「体ほぐし運動」、保健領域の「病気の予防」において、どちらも独自の学習カード

を作成し実施した。体ほぐし運動のふり返りでは、「保健とどんなつながりを感じたか。」「病気の

予防」では、「体育とどうつながっているのか。」ふり返りの機会を与えた（図 16）。知識を問う

項目だけではなく、自分に置き

換えてふり返りを書かせ、実際

に行動するよう促した。その後

の行動変容に期待し見守ってい

きたい。また、事前事後のアンケ

ートでは肯定的な回答に 47 ポイ

ントの増加が見られた（図 17）。

運動領域と保健領域の関連を図

った取組、学習カードや生活ふ

り返りカードの活用、養護教諭

と連携した授業づくりによって

児童が主体的に健康づくりに取

り組む事への効果があったと考

える。 

 

Ⅴ 成果と課題 

 １ 成果 

(1) 学習カードや生活ふり返りカード及び養護教諭の活用の工夫等によって、児童を主体的な健

康づくりへと導くことができた。 

(2) 本研究で児童が身に付けた態度や能力は、学校教育目標である「健康でねばり強い子」との   

関連を持っており、その具現化に力を添えることができた。 

(3) 児童が学習内容を自分事として捉えることで、実生活に生かす意欲が高まった。 

(4) 早登校が苦手な児童が早登校をするようになった。家族の意識が変わり本人の生活行動の変

容が見られた。 

 ２ 課題 

(1) 「主体的に健康づくりに取り組む姿」を学校以外でどう見取るか。 

(2) 本研究の成果をいかし、今後は「保健」と「体育」を関連させた授業を学校全体での取り組

みとして継承できるよう、全職員に協力を仰いでいく。 

(3) 養護教諭と連携した授業づくりにおける、活用場面の精選と動画利用等の工夫。 

 

 

 

 

 

 

図 16 学習のふり返り(左：体育の学習カード、右：保健の学習カード) 
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図 17 事前事後アンケート結果 

「保健で学習した事を自分の生活と結びつけ、

生活習慣を良くしようとしている。」 
当てはまらない どちらといえば当てはまらない 

どちらかといえば当てはまる 当てはまる 
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